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ー 今後チャレンジしたいこと！ ー 

この仕事を引退した時は、子ども食堂をしてみたいと思っています。子ど

もに限らず、地域のお年寄りも集まれる場所を作りたいです。 

今の仕事は、人とふれあっていかなければできない仕事です。地元で生活

をさせてもらえているからこそ、これから先も“ふれあい”を大切に地元の人

にお返しをしていきながら、活動していきたいと思います。 

発行元 

坂井市社会福祉協議会 

ボランティア・市民活動センター事務局 

発行日：令和 2 年８月 

ー きっかけ ー 

 今から 10 年ほど前、雄島コミュニティセンターのイベント

の補助をしていた時、そのイベントの地域号外を作ったのが始

まりでした。イベントに参加協力しながら、いろんな人たちと

のふれあいがあって、ボランティアに目覚めました。もともと

こういうことが好きだったこともあり今につながっています。 

ー 活動中の様子 ー 

平成 14 年から“福井新聞 心のふれあい一声運動”が始まり

ました。地域の安心･安全のお手伝いとして、福井県全域で行

われています。 

実際に私が配達していた時、転倒している高齢者を助けた

り、自宅へ帰れなくなった方に付添って、送り届けたりするこ

ともありました。ここ数か月はコロナの影響で外出自粛もあ

り、気がかりなことは少なかったですが、これからまた増えて

くると思うので、気を付けていきたいと思います。 

私たちのふだんの暮らしに必要な最新情報を届けてくだ

さる新聞社の皆さんがいらっしゃいます。今回は「福井新聞

坂井地区販売店会」松山さんのご紹介です。 

～ 地域に密着しているからこそ 

安心･安全なまちづくりを目指して ～ 

『保険のお知らせ』 

◇ ボランティア活動保険の特定感染症に指定感染

症(新型コロナウイルス)が追加され、補償の対

象となりました。 

(令和２年２月１日に遡及して補償) 

◇ ボランティア活動中にボランティア自身が特定

感染症に罹患した場合に補償します。 

伊藤 進（精神保健福祉ボランティア すぎなの会） 

西山 式子（読み聞かせボランティア個人） 

小林 靖幸（春江町総合型地域スポーツクラブ 
UNITIVE291） 

新谷 武士（社会福祉法人清水新生会 かがやき荘） 

田崎 治憲（笑顔の宅配便『フルーツポンチ』） 

竹内 三知夫（シェイク） 

松山 章範（福井新聞 坂井地区販売店会） 

村中 順子（坂井市 市民福祉部社会福祉課） 

第８期ボランティア運営委員の皆様をご紹介！ 

新型コロナウイルスがボランティア活動保険 

の補償対象となりました 

 

【任期：令和 2 年 4 月～令和 4 年 3 月】（敬称略：五十音順） 

委員長 

副委員長 



＜三国町＞ 

老人給食サービス配食ボランティア 

かもめ・さくらんぼ 

「あたたかいお弁当を楽しみに待っ

てます」そんな声が聞かれるなか、

コロナにより活動自粛を決断しなけ

ればならなかった、かもめさくらん

ぼの皆さん。 

何か違った方法で 

ご利用者を元気づ 

けることはできな 

いかと、6 月 3 日 

お弁当の代わりにお 

花とクッキーを届け、見守り活動を

行いました。ようやく７月から活動

を再開します。あたたかいお弁当と

笑顔をお届けしていきます！ 

＜三国町＞   ボランティアコーヒーいこい 

「メンバー20 名のつながりを絶やさないためにも・・・！」 

各自宅でもできるマスクを作り、ボランティア先の施設へ計

190 枚をお届けすることができました。 

今年は会が発足して５年目という節目の 

年でもあります。今後もメンバーの声を聞 

きながら、私たちにできることを考え活動 

していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私 た ち の ま ち の ボ ラ ン テ ィ ア 私 た ち の ま ち の ボ ラ ン テ ィ ア 坂井市社会福祉協議会 ボランティア・市民活動センター 

問合せ先 本部・さかい支部  

     みくに支部     

     まるおか支部     

     はるえ支部     

〒919-0521 坂井市坂井町下新庄 18-3-1   TEL 67-0699 / FAX 67-2807 

〒913-0021 坂井市三国町楽円 53-16-1   TEL 82-1170 / FAX 82-1593 

〒910-0242 坂井市丸岡町西里丸岡 12-21-1 TEL 68-5060 / FAX 67-2950 

〒919-0412 坂井市春江町江留中 10-15-1   TEL 51-4545 / FAX 51-6269 

私 た ち の ま ち の ボ ラ ン テ ィ ア 

＜春江町＞     アンサンブル・ポプリ 

 叙情歌・演歌・ポップス等懐かしい曲を練習しています。ボラ

ンティアにも出かけます。指導者がいなく 4 人で楽しんでいます。 

◎毎週木曜日（13:00～16:00） 

◎第二木曜日のみ（9:00～12:00） 

◎いちい荘 

 興味のある方はお気軽に 

お問合せください♪  【問合せ先】☎090-9448-4990（中野） 

コロナ禍だからこそ 
障がいのある方に必要な情報を届ける（音訳ボランティア） 

坂井市には現在、「だるまの会（多田 直子代表／坂井町）」と「音訳ボランティアすずしろの会（加戸 佳

澄代表／丸岡町）」の 2 つの音訳ボランティアグループがあり、「広報さかい」「社協だより」「市議会だより」

の音訳を行っています。 

さて、今春は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、様々な場面で活動の自粛が叫ばれましたが、これ

らのグループは、4 月 14 日の福井県緊急事態宣言発出後も、「非常時にこそ情報が必要な方がいる」と、音

訳活動を続けてきました。 

加戸代表は、「昨年から市が広報の原稿を早く出してくれるので、新鮮な情報を早く届けられることが嬉し

い。音訳ＣＤを待っている人に、これからも途絶えることなく情報を届けたい。」と話してくれました。 

音訳ボランティア
とは、視覚に障害の
ある方のために、墨
字（活字）で書かれ
ている書籍や雑誌、
広報誌、新聞などの
内容を“音声にして
伝える”ボランティ
アです。 

音訳中の市橋さん（すずしろの会） 音訳室の壁に貼られたメモ 
コロナ対策も忘れません 

音訳中の多田さん（だるまの会） 

＜丸岡町・坂井町＞ 


